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自閉症児の行動および言語に及ぼす水中運動の影響
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要 　　　約

自閉症児を持つ親の悩みの中にたびたび，子ども達が多様な問題行動によって，日常生活を過ごす
ことが困難であることがあげられる．そこで本研究では，水中運動が自閉症児の常同行動や離席等の
問題行動および遅延性反響言語に及ぼす影響を検討することを目的とした．対象は����年 �月から 

月に水中運動教室に参加した � ���歳の �名（男子 	名，女子 �名）とした．��分の教室の前後の待

機室での様子を録画し，観察分析した．その結果，教室の前後で比較すると，常同行動および離席な
どの問題行動では，一過性の効果と長期的な効果が一部認められた．しかし，遅延性反響言語では効
果が認められなかった．このことから，常同行動と離席等の問題行動と遅延性反響言語が，同一の原
因に基づくものではないことが推測された．
本研究では長期的な効果に有意な結果はなかった．しかし，家族とともに楽しみを共有し，教室に

継続して参加することで大きな成果を期待している．

は じ め に

障害児の水泳教室の指導の目標は個々によって違
いがあるが水慣れに始まり，指導者や他児とのかか
わりを持ち，子どもたちが水泳や水中運動を楽しめ
ることである．ここで，水中運動（����� ��������）と
は厳密には ��������を含まず，飛び込みやシンク
ロナイズド・スイミング，ダイビング，さらに���年
代から普及してきたリハビリのための水中ランニン
グや，美容と健康のための水中ダンス等があり，多様

化のきざしがある��．水中での活動は重力に加え，浮
力や圧力などの多様な刺激が加わることになり，陸
上では保てない姿勢で活動することができる��．そ
のため，身体動作の不器用さや機能的左右差の確立
に問題があり活動の多様性に欠ける自閉症児にとっ
て，水中運動療法が運動機能の発達の促進に有用で
あると推測される．さらに，特殊な環境である水中
で運動をすると，温熱作用，静水圧および動水圧に
よって皮膚や筋肉に刺激を与え筋力増強を手助け，

加えて，爽快感や満足感によって，リラクゼーション
効果を得ることができると報告されている��．

自閉症児の親の持つ悩みの中に，常同行動や落ち
着きのなさがあげられており，日常生活における
種々の場面で，ふさわしくないと考えられる身体の
様々な反復的な行動は，社会生活に参加していく上
で種々の問題を起こす引き金となっている����．常
同行動の抑制を目的とする研究では常同行動を自
己刺激の一つと考え，常同行動の見られる身体の一
部にバイブレーションを与えたり，ロッキングチェ
アーに座らせるといった受動的な常同刺激を与え，

能動的な常同行動を減少させるもの��や，ジョギン
グやウオーキングなどの運動によって一過性ではあ
るが常同行動を減少させる研究��が報告されてい
る．しかし，水中運動によって常同行動や遅延性反
響言語の軽減を図った研究は未だなされていない．
また，言語の面では，自閉症児に言語の獲得を促す
ことを目的とした研究は多くなされ 	�
����ているが，
運動が自閉症児に見られる遅延性反響言語に影響を
及ぼす報告はなされていない．そこで本研究では，

水中運動が常同行動や，離席等の問題行動および，
遅延性反響言語に及ぼす影響を検討することを目的
とした．
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対象および方法

�．対象

対象は，教室に参加し自閉症と診断された �歳か
ら��歳の以下の �名である．

�児 　（ 歳，男児） 　参加回数：��回
対人関係では，特定の指導員や他児に対して興味

を持ち，時に交流を試みることが見られたが，一方
的な交流で基本的にひとり遊びをすることが多かっ
た．言語は三語文がみられ，要求をある程度言語で
求めることができた．母親による指示や注意には従
うことができたが，頻繁に遅延延性反響言語がみら
れた．行動面では，ビデオ，スイッチ等の機械に固
執しており，集団での統制の指示や動きの指示に従

うことが困難であった．待機室やプールサイドでの
座位の状態で躯幹を前後に揺する常同行動（ロッキ
ング）が見られた．本児の観察対象は，上記常同行
動（ロッキング），離席および遅延性反響言語とした．
�児 　（ �歳，女児）参加回数：��回
対人関係は，特定の指導員に話しかける場面も多

く見られ，声かけがあると待機することができた．
しかし，本児からの他児への自発的な関わりはな
かった．言語面では，要求中心の三語文の発語がみ

られ，遅延性反響言語も見られた．行動面では，集
団から逸脱することは稀で，周りの様子を見てから
行動することができる．また慣れないことをする時
には，視覚情報に頼る傾向が見られた．また日常で
は，腕と頭を同時に振りまわす常同行動が頻繁に見
られるが，プールサイドではあまり見られなかった．
本児の観察対象は，腕と頭を同時に振りまわす常同
行動，離席および遅延性反響言語とした．
�児 　（��歳，男児）参加回数： �回
対人関係では，特定の指導員からの声かけがある

と，横に座ったり，微笑みかけることがあった．し
かし，人見知りが強く，自分からの関わりは見られ
なかった．言語面では，二語文程度の発語がみられ
たたが，自発的な発語は少なく，問いかけにも反響
言語で答えることが多く，会話としては成立困難で
あった．行動面は，非常に落ち着きがなく，保護者
の指示がなければ，待機室やプールサイドで座って
待つことができず，走り回る場面が多く見られた．
また，常同行動は，座位で膝の上でのフラッピング

や，ノッキングが見られ，歩行中は帽子やタオルを
振りまわす行動が多く見られた．日常生活では �日
約 	  �の距離をキックボードで走ることに固執し
ていた．本児の観察対象は，上記常同行動（フラッ
ピング・ノッキング）および離席とした．
!児 　（ �歳，男児）参加回数： �回

対人関係では，あまりなじみのない場面や，何度
も参加している水中運動教室でも期間が空くと再び
顔を隠したり，物の影に隠れたりする対人緊張が窺
われた．言語面では，三語文程度の発語がみられ，

挨拶は指導者から促すとそれに答えることはできた．
集団での指示に対して，対人緊張を感じた時には，
遅延性反響言語が多々みられた．行動面では，待機
室の指示された場所に落ち着いて座りビデオ鑑賞す
ることができなかった．また，特定の他児と走り回
る場面もあった．本児の観察対象は，上記離席およ
び遅延性反響言語とした．
�．水中運動教室の環境および内容

教室は屋内プールを使用し，水深����，水温	�

℃，室温は��－��℃であった．指導員はリーダーを
中心に �名で構成された．
水中運動のプログラムは，参加する自閉症児の運

動レベルに合わせて構成された．前半は，集合挨拶
に始まり，準備体操，水かけ，自由遊び，平均台や
ボール投げを組み込んだサーキット，曲に合わせて
の手遊び．後半は，技能的な課題に入り，腰掛けキッ
ク，ビート板使用による浮き，キック，顔つけ，バブ
リング，潜水，背浮きおよび背面キックを行う．そ

の後，集団活動として音楽に合わせた水中ダンスお
よび集団縦断歩行で，計��分のプログラムであった．
�．方法

（�）観察

観察は，"大学の水中運動教室の待機室において
子ども達がビデオ（子ども向けのアニメ）鑑賞して
いる時に行った．期間は����年 �月から 月であっ
た．�回の観察時間は，水中運動の前後の��分ずつ
で，�分間を �単位ずつ計 �単位とした．この間ビ

デオによる録画を行い，録画したビデオを �名の観
察者で視察し，意見が一致しない場合は協議の上で
決定した．
（�）観察内容

得点化は，星野ら ���（����）によって分類された
自閉症の常同行動を参考に行い，表 �に示した．
常同行動については �つの動作が終了した時点で

表� 得点化した問題行動及び言語

得点化した問題行動及び言語
・身体を前後左右に揺する
・頭の上で腕を振りまわす
・空中に指で書く動作をする
・手のひらをひざに叩きつける
・その場で立って回転をする
・物を持って振りまわす
・離席
・遅延性反響言語



自閉症児の行動および言語に及ぼす水中運動の影響 �	�

�点とした．離席については立ちあがり �秒以内に
戻ってきたら �点とし，その後戻ってこなかったら
�秒ごとに �点ずつ加算していった．遅延性反響言
語については，�つの単語又は文とみなした時点で

�点とした．
（�）分析

一過性の効果については前後比較を行い，散布を
考慮し開平変換をした上でＴ検定を行った．また，
長期的な効果については回帰分析を行った．

結 果

（�）得点の前後比較（一過性の効果）

表� 前後の得点

�児 常同行動 　離席 　 遅延性反響言語
回数 前 後 前 後 前 後
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Ｂ児 常同行動 　離席 　 遅延性反響言語
回数 前 後 前 後 前 後
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�児 常同行動 　離席 　 遅延性反響言語
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表� 開平変換後の得点の平均値

前 後
Ａ児 常同行動 ����（����） ����（����）��

離席 ����（���
） ����（����）�

反響言語 ����（����） ����（����）
Ｂ児 常同行動 ����（	�
�） ����（	���）

離席 ����（	���） ����（	���）��

反響言語 ����（	���） ����（	���）�

Ｃ児 常同行動 ����（��	�） ���
（����）
離席 ����（	�
�） ����（	���）

Ｄ児 常同行動 ����（	���） ����（	���）
離席 ��	�（	���） ����（	���）

（）内は標準偏差を示す．＊：���	� ��：���	�

表 �に得点を示し，表 	に得点を開平変換した後

の平均値を示した．表 �から，Ａ児の �，回目の
得点が他に比し，極めて高値であることが理解でき
た．そこでＡ児の散分度を考慮し，開平変換を実施
した後にＴ検定による前後比較を行った．分析の結
果，Ａ児では，常同行動（#$% �，�%���	，&����）
と離席（#$% �，�%���	，&����）は有意に減少し
ており，反響言語では有意差は認められなかった．
Ｂ児では，常同行動で有意な減少は認められず，離
席（#$% � ，�%����，&����）は有意に減少してお

り，反響言語（#$% �，�%�����，&����）は逆に有
意な増加が認められた．Ｃ児では，常同行動，離席
共に有意な減少は認められなかった．Ｄ児では，離
席では有意な減少は認められず，反響言語（#$% �，
�%��	�，&���）では減少傾向が認められた．以上の
結果をまとめると，常同行動は 	例中Ａ児のみ �例
において，離席は �例中Ａ児とＢ児の �例において，
水泳前に比し水泳後に有意な減少を認めた．遅延性
反響言語についは，	例中Ｂ児の �例で逆に有意な

増加が認められ，Ｄ児で減少傾向が認められた．
（�）長期的な効果

長期的な効果を検討するために，開平変換前の得
点で水中運動前の得点のみに注目し回帰分析を行っ
た．その結果，常同行動ではＣ児のみが（�＝．�，）
で�'(の減少が認められ，離席では有意な減少を示
す者は見られなかった．また反響言語においては，
Ｄ児のみが（�＝．�'，）逆に約�	�'(の増加を示
した．

考 察

ジョギングやランニングによって常同行動や適応
障害を減少させた研究���と同様，本研究でも常同
行動で 	名中 �名（Ａ児），離席で �名中 �名（Ａ
児，Ｂ児）の対象児において，一過性の減少が確認さ
れた．この減少の理由のひとつとして，弛緩療法的
効果が推測される．つまり，水中運動を通し，マッ
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サージ物理的刺激によるリラクゼーション効果���

を得ることができると考えられる．この直接的およ
び間接的な心身への働きかけは，リラクゼーション
により恐怖症や強迫症治療を行う弛緩療法と類似し

ており，これらに共通するメカニズムにより常同行
動や離席が軽減されたことが推測される．一方，水
泳の疲労による影響が，問題行動を減少させたとも
考えられる．また，Ｃ児においては常同行動および
離席に一過性の効果が認められなかったが，常同行
動では長期的な効果が認められた．Ｃ児において一
過性の効果が認められなかった原因は，Ｃ児がキッ
クボードに乗り毎日約 	  �の距離を走っていたた
め，日常において水中運動と同様の消費カロリーを

消化していたことから，水中運動により得られた疲
労感はＣ児にとって負担が軽いものであったと推測
される．これは，)��#らの常同行動および自傷行
動の強度有酸素運動による影響を検討した研究���

における，軽度有酸素運動では常同行動が減少しな
かった自閉症者においても徐々に有酸素運動を加重
することによって，減少を認められたという報告を
支持するものであった．つまり，Ｃ児にさらなる運
動の加重を与えることにより，一過性の効果が得ら

れるものと思われる．今後，個別の消費カロリーに
基づく水中運動課題を検討した上での詳細な調査が
期待される．さらに，�児の長期的効果がみられた
ことについては，�児の問題行動が，山崎ら ���の
分類による「場面に相応する行動がとれず，時にパ
ニックを起こす．」に相当するならば，時間経過に伴
い，教室の環境に慣れ，問題行動が減少したと考え
られる．
次に遅延性反響言語における一過性の効果につい

ては，他の問題行動と異なり 	例中 �例（Ｂ児）に
おいて逆に有意な増加が認められ，長期的な効果に
ついても 	例中 �例（Ｄ児）において逆に増加が認
められた．このことから，常同行動や離席等の問題
行動と遅延性反響言語が同一の原因に基づくもので

はないと推測され，"�����（���	）による「常同
行動や遅延性反響言語は*同一性保持への強迫的欲
求*に基づくもの」という仮説を指示するものでは
なかった ���．

ここで，長期的な効果について述べておきたい．
古典的な心理治療や精神分析的治療が，長期予後の
観点から，満足すべき成果をあげているという確証
は，現在のところない．中野らは，+�,���ら（���	）
の不適応行動の解消と言語発達の領域を含めた発達
に大きな成果をあげたが長期的な効果を期待でき
ないという研究を支持している．しかし，自閉症児
だけに焦点を当てず，家族とともに療育することに
よって，言語や対人関係の発達に伴い，不適応行動

の減少がみられることも報告されている���．本研
究では長期的な効果に有意な結果はなかった．しか
し，本研究の対象とした教室の保護者から，子ども
達が教室を楽しみにしていると報告を受けている．
結果のなかに数値としては表れていないが，家族と
ともに楽しみを共有し，教室に継続して参加するこ
とで大きな成果を期待している．
今後も対象児数や観察期間を拡大させ再検討する

上で，特に言語面の問題に効果的なプログラムを検

討する課題が残された．このことは，自閉症児が日
常生活の中で，問題行動および言語面の問題のため
に，社会生活に適応できない状況が起こる場合，水
中運動を通じて，より柔軟に適応し，また有意義な
余暇の時間を過ごすためにも重要であることが予測
され，日常生活における本法の応用も期待される．

本研究の遂行にあたり，ご指導頂きました川崎医療福祉

大学 　医療技術学部 　健康体育学科 　星島葉子先生，宮地

元彦先生，西村 正広先生に感謝の意を表します．そして，

ご協力頂きました川崎医療福祉大学大学院 　山元 健太氏，

高橋 康輝氏，朱 　容仁氏，山口 英峰氏，白 　優覧氏，天

岡 寛氏，石本 　恭子氏，平成��年度小野寺ゼミの皆さん

に深謝いたします．
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